
 

 
 

 

2021 年８月６日 

各 位 

会 社 名 三 菱 マ テ リ ア ル 株 式 会 社 

代 表 者 名 執 行 役 社 長  小 野  直 樹 

（ コ ー ド 番 号  5 7 1 1  東 証 第 1 部 ） 

問 合 せ 先 
コーポレートコミュニケーション部長 

      大 村  勇 次 

（ 電 話 番 号 0 3 - 5 2 5 2 - 5 2 0 6 ） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、下記のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、2021 年５月 14 日に公表いたしました

2022 年３月期の連結業績予想及び個別業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

１）2022年３月期第２四半期累計期間（2021 年４月１日～2021 年９月 30日）の連結業績予想 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

810,000 

百万円 

13,000 

百万円 

10,000 

百万円 

5,000 

今 回 予 想 （ Ｂ ） 880,000 26,000 34,000 23,000 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 70,000 13,000 24,000 18,000 

増  減  率 （  ％  ） 8.6 100.0 240.0 360.0 

（ご参考）前期連結実績 

(2021 年３月期第２四半期) 
725,568 6,890 16,457 △19,150 

 

２）2022年３月期通期（2021 年４月１日～2022年３月 31 日）の連結業績予想 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

1,620,000 

百万円 

35,000 

百万円 

37,000 

百万円 

20,000 

今 回 予 想 （ Ｂ ） 1,760,000 47,000 56,000 37,000 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 140,000 12,000 19,000 17,000 

増  減  率 （  ％  ） 8.6 34.3 51.4 85.0 

（ご参考）前期連結実績 

（ 2 0 2 1 年３月期通期） 
1,485,121 26,567 44,527 24,407 

 



 
 

３）2022年３月期通期（2021 年４月１日～2022年３月 31 日）の個別業績予想 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円 

970,000 

百万円 

500 

百万円 

5,000 

百万円 

7,000 

今 回 予 想 （ Ｂ ） 1,090,000 8,000 17,000 19,000 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 120,000 7,500 12,000 12,000 

増  減  率 （  ％  ） 12.4 － 240.0 171.4 

（ご参考）前期個別実績 

（ 2 0 2 1 年３月期通期） 
868,053 △4,822 15,199 21,260 

 

４）修正の理由 

 2022 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、第１四半期累計期間にお

いて、自動車向け製品及び半導体関連製品の販売の増加、並びに金属価格の上昇などによる増

収及び下期に計上を見込んでいた鉱山からの受取配当金の一部が第１四半期累計期間に前倒し

計上となったことなどから、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純

利益が前回予想に比べて増加する見込みです。これを受け、通期の連結業績予想につきまして

も、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が前回予想に比べて増

加する見込みです。 

   また、2022 年３月期通期の個別業績予想につきましても、連結業績と同様の理由により、売

上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が前回予想に比べて増加する見込みです。 

 

２．配当予想について 

今回の業績予想修正に伴う配当予想の修正はございません。当期の株主還元につきましては、

2021 年５月 14 日に公表いたしました株主還元方針に従い、今後の資産売却や業績の動向等を踏ま

えて検討を進めてまいります。 

 

（注）上記の予想につきましては、発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向等を前提と

して作成したものであり、今後の様々な要因等により、予想と異なる結果となる可能性があ

ります。 

 

以 上 


